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要旨：重金属等を含む建設発生残土などを対象として，吸着

や不溶化処理した土壌は，その処理後に特に pH の変化に
強く影響を受け，特定有害物質が再溶出してくる可能性が

ある。しかし，土壌と水，資材と水との反応をそれぞれ切り

分けて考えることは難しいため，現在は土壌と資材が混合

された後に pH を変化させても問題ないという評価方法し
か存在しない。常に地下水が出入りする実際の現場では，資

材そのものが効果を発揮できる期間(=化学的寿命)が理論的
にどのくらいかを評価する必要がある。本研究では、酸化マ

グネシウム系資材(M-MgO)、ドロマイト系資材(M-Dol)、そ
れぞれの資材を模擬するため酸化マグネシウム試薬

(MgO)、炭酸カルシウム試薬(CaCO3)を用いて、①pHの変
化による溶解度の評価および PHREEQC による解析値と
の比較を行った。またその結果をもって②溶出液の pH が
異なる 3種類の残土に資材を添加し、pHがどのように変化
するかを確認したうえで、理論的な資材の枯渇年数を算出

した。pH調整試験，PHREEQCの計算結果から，Mg，Ca
ともに資材からの溶解量(実験値)と解析値に概ね類似した
傾向が得られた。したがって資材からの各 pH によって異
なる溶解量を概算する際に，PHREEQCは有用な手段であ
るといえる。次に砒素の溶出が確認されている 3 種類の残
土に各人工資材および試薬を添加し，pHと砒素濃度がどの
ように変化するかを確認した。また人工資材の主成分であ

るマグネシウム(Mg)およびカルシウム(Ca)の濃度変化も併
せて確認 Fした。CaCO3を添加した場合以外は，pHと As
除去量には明確な正の相関がみられた。CaCO3 は，F-
sampleでは砒素の除去に効果を示し，これは F-sampleの
溶出液の pH が 6.83 と炭酸カルシウムの酸解離定数 pKa2
よりも高い pH 値をもっていたため，固体の炭酸カルシウ
ムへの収着現象が起きたと考えられる。溶出液の pHは、固
体中の Mg の含有量(残土に含まれる Mg+資材中の Mg)に
依存すると考えた。溶出液の初期 pHによるが，MgOの飽
和水溶液の pH10.5以上になると砒素の除去量も上昇する。 

図 1 pH 調整試験結果および計算結果(Mg:マグネシウム) 

図 2  pH 調整試験結果および計算結果(Ca:カルシウム) 

図 3 pH と砒素の除去率の関係 

 

図 4 固体中の Mg 含有量(残土+資材)と pH の関係 
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